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令和２年第６回仙北市議会定例会 市政報告

令和２年第６回仙北市議会定例会の開会にあたり、主要事項につ

いてご報告します。

はじめに、令和元年度の一般会計決算についてです。

歳入総額は２２３億５，５３０万１千円、歳出総額は２１８億６，

１３３万１千円、歳入歳出差引額は４億９，３９７万円の黒字です。

翌年度へ繰り越すべき財源総額４，０２５万５千円を差し引いた実

質収支額は、４億５，３７１万５千円の黒字です。財政状況を示す

各指標では、経常収支比率が９８．９％で、昨年度との比較で０．

６ポイント、経常一般財源比率も９８．５％と前年度から１．１ポ

イント減少しました。公債費比率は６．２％となり０．４ポイント、

公債費負担比率は１５．２％で１．０ポイント増加しています。な

お、健全化判断比率及び公営企業の資金不足比率は、監査委員の意

見を付して本定例会で追加提出しお示しします。

次に、一般会計補正予算（第６号及び第７号）についてです。

第６号補正の補正額は１７億１，０４９万９千円で、補正後の額

は２６４億２，３６２万７千円です。追加事業はふるさと納税ふる

さと便事業費、ふるさと仙北応援基金積立金、仙北市プレミアム宿

泊支援事業費及びＧＩＧＡスクール構想推進事業費で、早期に事業

等を実施するため本日の議決をお願いするものです。

第７号補正の補正額は、２億７，４１２万円で、補正後の額は２

６６億９，７７４万７千円です。主な事業は、秋田内陸線感染症拡

大防止対策事業費補助金、戸籍事務・マイナンバー制度導入事業費、

認可保育園等管理費、保育園児免疫力アップ遊具整備事業費、保育

園児免疫力アップ遊具整備事業費補助金、保育所等保健衛生用品整

備等補助金、新しい旅のカタチ創造事業費、冬期交通対策費、学校
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保健特別対策事業費などです。第２表地方債補正は変更です。

それでは、各部局等の主要事項及び諸般の状況をご報告します。

【総務部】

◇特別定額給付金事業について

全国一律に一人１０万円を給付する特別定額給付金事業につい

て、仙北市では８月１３日をもって受付を終了しました。最終的な

給付状況は、対象となった市民２５，６２１人のうち２５，６１０

人から申請をいただき、総額２５億６，１００万円（給付率９９．

９６％）を市民の皆様にお届けすることができました。

◇市制１５周年記念式典について

仙北市は、平成１７年９月２０日に２町１村の合併により誕生し、

早いもので１５周年を迎えます。市制１５周年を記念し、９月２０

日に市政発展にご尽力いただいた方々を対象に表彰式及び記念式典

を開催します。議員の皆様にご案内を差し上げています。出席いた

だきますようお願いいたします。

◇就職氷河期世代対象の採用試験について

就職氷河期世代（おおむね３５歳～５０歳）の採用試験を実施し

ました。受験申込者は全国各地から１１２人となり、書類選考によ

る一次試験合格者は２１人でした。二次試験の面接は、県内の方は

対面式、県外在住者は原則オンライン面接とし、８月２２日から２

３日に行い、辞退者１人を除く２０人が面接に臨み、これまでのキ

ャリアや資格の有無、移住希望等を考慮し、１０人を最終合格者と

しました。最終合格者の採用は１１月１日を予定しています。

◇新角館庁舎建設工事の進捗について

現在、内部仕上げ工事や外構工事といった工事最終段階の工程を
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行っています。８月３１日現在の進捗率は８６％で、１０月３０日

の竣工に向け遅れなく進捗しています。なお、竣工後には１１月か

ら１２月上旬まで備品等の搬入、１２月１９日、２０日に引越し作

業を実施し、１２月２１日の開庁を予定しています。

公用車車庫棟建設工事、地中熱利用設備工事、第１・第２駐車場

外構工事も予定どおり進捗しています。

◇大塚製薬株式会社との包括協定の締結について

８月３１日、仙北市と大塚製薬株式会社との連携と協力に関する

包括協定を締結しました。この協定締結により、ＳＤＧｓの取組み

達成をはじめとした、大塚製薬株式会社が持つ知見やノウハウを活

かし、市民の健康づくりやスポーツ振興等に連携して取組むととも

に、災害発生時の支援等、包括的な事項について、地域の活性化や

市民サービスの向上に取組みます。

◇オリパラ基本方針推進調査に係る取組について

内閣官房東京オリンピック・パラリンピック推進本部で公募して

いた「オリパラ基本方針推進調査（パラリンピックを受け入れるホ

ストタウンの拡充等）」へ応募し採択となりました。

事業内容は、角館高校と大曲支援学校せんぼく校の生徒たちの協

働によるユニバーサルデザインのまちづくりに資する短編映像制作

や、障がい者や高齢者にとって不便な場所や危険箇所を洗い出して

効果的に伝達するポスター制作などです。大会を契機とした交流や

本事業での取り組みを通して、ユニバーサルデザインのまちづくり

を進めていきます。

◇市税等の収納率について

７月末現在の市税等の滞納繰越分収納率は、前年同月比で普通税

が３．１ポイント増加の１０．６％、国民健康保険税が３．５ポイ

ント増加の１５．３％、後期高齢者医療保険料が１８．５ポイント
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増加の３０．８％です。

また、現年度課税分は、前年同月比で普通税が０．３ポイント減

少の５５．５％、国民健康保険税が０．３ポイント減少の１９．５

％、後期高齢者医療保険料普通徴収分が３．４ポイント減少の２０．

３％となっていて、引き続き収納率の向上に全力で取組みます。

◇梅雨前線に伴う大雨対応について

７月２８日未明、土砂災害警戒情報が発令された対応で同日午前

２時３０分に災害連絡室を立ち上げ警戒にあたりました。一部地域

では、山腹からの増水により地元消防団による土嚢積みが行われた

ほか、西長野地区の国道で改修中の歩道が崩れ、一時片側交互通行

となりました。また、角館町下延、白岩地内での大豆・ネギ等作物

の一部冠水被害のほか、農業用施設では、西木町西明寺、角館町八

割地内で水路や頭首工に被害を受けました。

また、８月８日から９日にかけて大雨が予想されたため、８日午

後８時に災害連絡室を立ち上げ警戒にあたりました。９日未明から

局所的な大雨が断続的に降り続き、一部地域では消防及び地元消防

団が駆け付け土嚢積みを行いました。昼近くに桧木内川の河川公園

の一部が浸水しましたが、水の引きも早く大きな被害に繋がらなか

ったことに安堵しています。

◇桧木内地区避難所開設訓練について

８月４日、桧木内小学校体育館を会場に、豪雨による土砂災害を

想定した避難所開設訓練を実施しました。桧木内小・中学生、地区

住民およそ１００人が参加したほか、警察、消防からも協力をいた

だきました。また、６月に策定した「新型コロナウイルス感染症対

策としての災害時避難所運営マニュアル」を基に、３密に配慮した

避難ブース設置の検証も行いました。今後も避難所開設時のブース

の配置や必要な装備品についても検討していきます。
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◇テレドームの導入について

荒天時など防災無線が聞きにくいといった現状を改善するため、

防災無線と同じ内容を電話でお知らせするサービス「テレドーム」

を導入し、８月６日から運用を開始しました。これからも防災情報

など各種情報の迅速な発信を行い、また、市民自らも積極的に情報

を取得していただけるよう啓発に努めます。

◇災害協定の締結について

ヤフー株式会社及び株式会社伊藤園と災害協定を締結しました。

７月１５日に締結したヤフー株式会社との協定は、災害時、イン

ターネットのヤフー株式会社のサイトで仙北市の避難所などの防災

情報を周知していただける内容で、市民や観光客などにも幅広く情

報伝達できることになりました。８月２０日に締結した株式会社伊

藤園との協定は、災害における停電時に田沢湖庁舎に設置している

自動販売機から無償で飲料水を避難者などに提供いただけるなどの

内容です。

【市民福祉部】

◇角館地区保育園等の在り方検討委員会について

角館地区の市立保育園等４園について、今後の方向性を結論付け

るための検討委員会を設置し、６月２３日、第１回検討委員会を開

催しました。また、８月６日には第２回検討委員会を開催し、令和

４年度に法人移行を予定する角館こども園と、間もなく築４０年を

迎える白岩小百合保育園、角館西保育園、中川保育園の将来的な在

り方について、それぞれ意見交換を行いました。同委員会は今後２

回程度の開催を予定しています。引き続き協議を重ねて、年内には

提言書として方針を取りまとめる日程です。

【観光商工部】

◇仙北市プレミアム宿泊支援事業及び教育旅行の農泊推進地域元気
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づくり事業等について

７月４日より開始した県民向け施策「仙北市プレミアム宿泊支援

事業」が好評です。今定例会で追加予算をお願いしています。また、

「仙北市物産オンライン販売促進事業」で、８月１日から（一社）

田沢湖・角館観光協会のオンラインショップ「田沢湖・角館商店」

がリニューアルオープンし、土産物・伝統的工芸品など、市内２５

社から１２５商品をオンライン販売し、実績も上がっています。

「教育旅行の農泊推進地域元気づくり事業」では、受託者の（一

社）仙北市農山村体験推進協議会が、７月２８日から３０日までの

間、秋田県内の小中学校２０８校を訪問し、仙北市への誘客活動を

実施しました。また、県内特別支援学校１６校、宮城県内小中学校

５８４校、岩手県内小中学校４６１校に資料送付を行いました。

◇入り込み客数等について

令和２年４月から６月の３ケ月の入り込み客数は２３０，４８８

人で、昨年同時期の２，５３７，９４１人に比べ９．１％となりま

した。また、同時期の宿泊者数は合計１９，３４７人で、昨年の１

４０，８９５人と比べ対前年比１４％です。依然として厳しい状況

が続いています。しかし、国・県・市・観光協会等の対策もあり、

８月２７日までの暫定値では、７月の入込客数は、１６３，８３５

人（対前年比５９．３３％）、宿泊客数は２２，４３７人（対前年

比４９．８５％）と、県内往来で回復を感じています。

◇秋田駒ヶ岳でのクマ事故等について

７月１３日午前９時２５分頃、秋田駒ヶ岳８合目付近の登山道で、

男性２人がクマに襲われる事故がありました。命に別状はありませ

んでした。一時は入山規制・上り線のバス運行中止などの対応を取

りましたが、その後、国・県・関係機関との打合せの結果、同日午

後５時３０分で規制を解除しています。

また、７月１６日には、環境省十和田八幡平国立公園岩手地区パ
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ークボランティア所属の男性１人が、阿弥陀池付近でパークボラン

ティア活動中に体調を崩し亡くなりました。ご冥福をお祈りします。

◇地域おこし協力隊の着任について

８月１日から台湾出身の鐘偉倫（しょう いりん）さんが、９月

１日からは埼玉県出身の中山里沙（なかやま りさ）さんが、新た

な地域おこし協力隊として着任しました。

鐘さんは、多言語でアクティビティガイドをしながら、定期的な

情報発信と次世代のガイド育成を図ること、中山さんは、観光地域

づくり候補法人（候補ＤＭＯ）（一社）田沢湖・角館観光協会で、

登録ＤＭＯへの昇格を目指すための各種取組、また、登録ＤＭＯと

なった後には、本市の観光地域づくりを進めるＤＭＯ運営をサポー

トする一員として、各種の取組みにあたります。

◇祭り・イベント等の中止について

６月１７日に開かれた第２回「角館祭りのやま行事実行委員会」

で、「角館祭りのやま行事」（９月７～９日）の曳山運行、置山設

置や舞台などは中止が決まりました。角館総鎮守神明社の神事、勝

楽山成就院薬師堂の法楽については行う予定と伺っています。

また、抱返り紅葉祭は７月２１日の実行委員会で中止が決まり、

飲食や舞台などの観光イベントは行わないことになりましたが、遊

歩道の散策自体は今のところ可能としています。なお、回顧の滝か

ら飯村少年殉難の地までの県発注の遊歩道改修工事は、１０月中の

完成を予定しているとの報告を受けています。

◇融資支援対策について

新型コロナウイルス感染症の拡大で、資金繰りに支障をきたして

いる事業者を支援する融資制度申請については、８月３１日時点で

認定件数２６６件、申請予定額３９億７，９００万円です。内訳は、

セーフティネット認定件数８６件、申請予定額１０億３，７２１万
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円、危機関連認定件数１８０件、申請予定額２９億４，１７９万円

となっています。

◇事業継続支援金について

新型コロナウイルス感染症の対応で、事業継続を支援する事業継

続支援金の申請については、６月３０日で受付を終了し、申請件数

は４３４件、うち承認件数４２６件です。内訳は、宿泊・飲食業が

６４件、承認額１，９２０万円、宿泊・飲食業以外が３６２件、承

認額７，２４０万円、合計承認額９，１６０万円でした。

◇プレミアム商品券について

新型コロナウイルス感染症の経済対策で実施中の仙北市民プレミ

アム商品券は、８月３１日現在で２１，８９０セット、２億１，８

９０万円の販売状況となっています。

【農林部】

◇農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員の選考について

令和２年１２月１９日で任期満了の農業委員会委員、及び農地利

用最適化推進委員について、６月１８日から７月１７日まで各委員

の募集を実施したところ、農業委員は定員１７人に対して１７人の

応募があり、農地利用最適化推進委員は定員２０人に対して推薦１

人、応募が２１人、合計２２人の届け出がありました。

このうち農業委員については、７月２８日に選考委員会を開催し、

応募者１７人を候補者として決定しました。本定例会に人事案件と

して提案しています。ご審議をよろしくお願いします。

なお、農地利用最適化推進委員については、８月７日、農業委員

会会長を委員長とする評価委員会を開催し、２２人の推薦及び応募

者のうち２０人を候補者として決定し、９月４日開催の農業委員会

総会で決定すると伺っています。
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◇本年産米の作況について

東北農政局が発表した８月１５日現在の水稲作柄概況は、青森、

秋田、岩手、山形は「やや良」、宮城、福島は「平年並み」の見込

みとなりました。７月の低温・大雨・日照不足等で、一部に影響が

あったものの、梅雨明け以降天候が回復したことで生育はおおむね

順調に推移しています。今後は、台風など気象情報に注意するとと

もに、病害虫防除の徹底に努め、良質米生産が図れるよう期待して

います。

【医療局】

◇新型コロナウイルス感染症対策について

両病院では、院内感染防止対策として来院者の検温や面会制限等

を継続して実施しています。

さらに角館総合病院では、ＬＡＭＰ法による病院独自の検査体制

を導入し、新型コロナウイルス感染症が疑われる入院患者や手術患

者の検査を実施しています。

また、メンタルヘルス病棟へ入院患者を受入れるための改修を終

え、クラスターの発生等、今後の感染拡大に備え、医療スタッフの

トレーニングを重ねて受入れ体制を整えています。これに伴い、両

病院の感染防止対策をはじめとする関連経費は、新型コロナウイル

ス感染症緊急包括支援交付金を活用することとし、医療従事者等に

対する慰労金と併せ本定例会に補正予算を提案しています。

以上、主要事項及び諸般の報告を申し上げました。本定例会に提

案している案件は報告関係１件、条例関係２件、予算関係７件、人

事関係２０件、決算認定関係１４件、その他１件の計４５件です。

慎重審議の上、全議案についてご可決を賜りますようお願い申し

上げ、市政報告とします。


